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１．はじめに 

サンゴ群集の増殖技術の一つとして海底に安

定基盤を形成する方法が知られている 1）2）。こ

れらは港湾の人工構造物へのサンゴ群集の自然

着生を促進する技術 3）4）5）6）などである。水産

では、海底に安定基盤を設置して藻場を造成す

る方法は古くから行われている 7）が、サンゴ増

殖に特化した人工基盤については、海外に数例

みられるだけで、日本ではほとんど実用化され

ていないのが現状である。こうしたことから、

水産庁ではサンゴ礁の保全と修復を行うための

技術開発を目的に、効率的、かつ効果的に移植

できる人工サンゴ増殖礁の開発に取り組んでい

る。ここでは、沖ノ鳥島や沖縄県でサンゴ増殖

試験基盤の取り組みについて報告する。なお、

今回の取り組みは水産庁による「厳しい環境条

件下におけるサンゴ増殖技術開発実証委託事業」

の一環で行われたものである。 

 

２．サンゴ増殖礁の開発コンセプト 

水産庁は、沖ノ鳥島に約 1 歳となる約 75,500

群体の稚サンゴを、2008 年と 2009 年にノル（岩

礁）へ移植した 8）。移植方法は、ノルに孔を開

け着床具を取り付ける支柱を建て、その後着床

具を取り付けるものである。しかし、ノルの内

部はサンゴ枝片が雷おこし状態で詰まっている

ような状態であるため、孔を開けたりすると脆

くくずれやすいこと、支柱を固定するために 1

日を要し、移植工程が 2 日間に及ぶものであっ

た。また、ノルに移植する場合、すでにノルに

着生している海藻との競合、あるいはノルに生

息する魚の食害に遭いやすいなどのリスクが高

いことがわかった。さらに、沖ノ鳥島の場合、

礁内の移植適地とされる場所にノルが少ないこ

ともあって、筆者らは 2009 年以降から人工サン

ゴ増殖礁の開発に着手した。 

開発にあたっては、小規模な実験の結果やタ

カセガイ中間育成礁の内部に自然に着生するサ

ンゴの条件 9）を踏まえ、次の機能・コンセプト

を満たすように設計を行った。 

 基盤が安定していること 

 漂砂等の影響が及ばないこと 

 浮泥の堆積を抑制できること 

 自然加入ができること 

 サンゴの成育に影響を及ぼさない構造･材質

であること 

 魚類による食害を防止すること 

 周辺の環境に影響を及ぼさないこと 

 移植作業時間が短縮できること 

 メンテナンスがしやすいこと 

 
図 1 人工サンゴ増殖礁の機能と影響要因との関係図 

 

３．沖ノ鳥島の取り組み 

水産庁は 2010年 3月に人工サンゴ増殖礁のプ

ロトタイプを、沖ノ鳥島の礁内に組み立て型の

コンクリート製を 5 基、じゃ籠タイプの鋼製を

4 基設置した（図 2）。 

 
図 2 人工サンゴ増殖礁（ｺﾝｸﾘｰﾄ製） 



 
 

 

設置にあたっては、わずかに海底に着生する

サンゴを事前に移設した。その後、将来サンゴ

が増殖することを期待して（図 3）、2010 年 5

月と 2011年 5月に有性生殖法で種苗生産した沖

ノ鳥島産のミドリイシ属 3 種(Acropora tenuis、

A. globiceps?、A.sp.4?)約 2 万群体を移植した。 

 

図 3 人工サンゴ増殖礁の将来イメージ 

 
４．移植にあたっての工夫 

沖ノ鳥島では滞在日数が限られるため、効率

よく移植するための部品を製作した。図 4 に示

すはめ込み部品は、浮泥の堆積が抑えられる格

子状基盤（図 4 左）にはめ込むようになってい

る。格子状基盤はテーパーが施され、この部品

をはめ込んだ時確実に固定するようになってい

る。そこへ、タイル状着床具（図 4 右上）をボ

ルトで固定して移植する。 

  

図 4 着床具とその部品 

これによって、ノルへの移植が１日一人当た

り 70 枚だったところが、170 枚まで作業能力を

向上させ、作業期間を 1/3 に短縮した。 

 

５．移植後のモニタリング 

2010 年 5 月に移植したサンゴの１年後の生残

率はコンクリートタイプが 22％、蛇カゴタイプ

が 6％、対照区（ノルへ移植）3％であった。ま

た、生残率は種によって異なっていた。 

６．今後の展望 

モニタリングを継続し、移植サンゴの生残や

新規加入の状況を把握する予定である。また、

沖縄でも、サンゴの成育阻害要因（シルトの堆

積や濁りなど）が異なるいくつかの海域におい

て人工サンゴ増殖礁のプロトタイプを設置して

いる。この試験では、それぞれの成育阻害要因

の影響を軽減するために人工サンゴ増殖礁が持

つべき機能を把握することを目的している。将

来的には、これらの知見をもとに、効果的にサ

ンゴ群落の拡大に寄与できるようにしたいと思

っている。 
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